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雨の恵みと、見方を変える力 
校長 小野 享洋 

うっとうしい雨の日が続き、心なしか心まですっきりとしない梅雨の季節を迎えています。「部活

動が外でできない」「傘を持っての通学が大変」など、この時期は何かと後ろ向きな言葉が聞か

れがちです。私たちはどうしても、目の前の雨がもたらす「不便さ」や「憂鬱さ」ばかりに目を向

け、どんよりとした気持ちになってしまいます。 

特に今月は、6 月 3 日（水）に続き、27 日（土）も台風接近に伴う臨時休校を余儀なくされま

した。幸い大きな被害はありませんでしたが、27 日（土）は学校公開、および道徳授業地区公開

講座の当日でした。生徒たちの輝く姿を保護者や地域の皆様にお見せできなかったことは、一見

すると「運が悪かった」「残念な出来事」でしかありません。（道徳授業地区公開講座は、代替の

日を決定し改めて実施いたします） 

しかし、そんな暗い雲を吹き飛ばすかのように、砂町中学校の生徒たちは、日頃からこの天候

の中でも元気いっぱいに活動しています。雨でグラウンドが使えなくても、工夫して校舎内で熱心

にトレーニングに励む運動部の姿をはじめ、様々な場面で雨音に負けないくらい生き生きと生活

を送っています。どんな環境でも前を向く生徒たちのエネルギーには、日々目を見張るものがあり

ます。 

同時に、私たちが「嫌だな」「困ったな」と感じがちなこの雨や自然の試練にも、視点を少し変

えてみると、別の価値があることに気づかされます。梅雨の雨は、夏の水不足を防ぐための貴重

な水源であり、秋の豊かな実りをもたらすために欠かせない存在です。一面的な見方では「憂鬱

な雨」や「予定を狂わせる台風」であっても、多角的な視点から見つめ直せば、私たちの命や生

活、安全への意識を支えてくれる「なくてはならない自然の営み」へと姿を変えるのです。 

これは、これからの社会を生きる皆さんの学びや人間関係、そして生き方にも全く同じことが言

えます。一見すると苦手だと感じる教科、自分とは価値観が合わないと思う友達、あるいは今回の

ように思うようにいかなかった行事の中止や失敗の経験。それらをただ「嫌なもの」「ダメなこと」

として片付けるのではなく、「自分を大きく成長させるチャンスかもしれない」「当たり前にある日

常のありがたさに気づくきっかけになるかもしれない」と、様々な視点から捉え直してみることが

大切です。一つの物事を多様な角度から見つめる力は、自身の可能性を広げるだけでなく、他者

を思いやる優しさや、多様性を認める寛容な心へとつながります。本校の生徒の皆さんには、こ

の雨の季節を通じて、物事の奥にある「本質」や「隠れた価値」を見抜く心の目を、さらに養って

ほしいと願っています。                                                                                                                                                                                                                                                                               



 

 

地域を守る「未来の力」へ 〜避難所開設運営訓練を実施〜 

6 月 12 日（金）に本校で「避難所開設運営訓練」が実施されました。今年度、江東区内 15

校で計画されている訓練の「トップバッター」としての開催でした。当日は地域の災害協力隊、区

職員、学校関係者が集まり、いざという時の避難所立ち上げの手順を実践的に学びました。  

今回は生徒の皆さんの参加はありませんでしたが、大震災などの有事の際、皆さんの若さと行

動力は避難所を維持するための「立派な戦力」になります。実際に過去の震災でも、多くの中学

生が避難所で活躍し、地域を支えました。 物資の仕分けや配布、高齢の方や小さな子どものサ

ポート、そして皆さんの明るい挨拶やきびきびとした動きは、不安な避難所に大きな安心を届けま

す。 もちろん、誰かを助けるためには、まず「自分の命を自分で守る（自助）」ことが大前提です。

砂町中学校は地域の避難所であり、生徒の皆さんは「地域を守る未来のリーダー」です。ぜひこ

の機会に防災への関心を高め、「自分にできること」を考えてみてください。 

 

八ヶ岳で培った絆と成長 〜２年生 移動教室を終えて〜 

6 月１６日（火）からの 2 泊 3 日、２年生が長野県八ヶ岳方面への移動教室を行ってまいりま

した。大自然の中、集団生活の規律を学び、友情を深め、来年の修学旅行へ向けた主体性を養う

ことが目的です。 

1 日目の車山ハイキングや、都会では味わえない暗闇を歩いた「星空ナイトウォーク」。2 日目

の農業実践大学校では、白樺の植林やマリーゴールドの花摘みなど、全員で協力して地道な作

業に汗を流しました。夜の学年レクではクラスの枠を超えて大いに盛り上がり、学年の強い絆が

見られました。3 日目の尖石縄文考古館では国宝の本物に触れ、                      

生きた歴史を学びました。 

渋滞による変更にも臨機応変に対応し、常に時間を意識して行動                    

できた 3 日間は、生徒たちを大きく成長させました。ここで得た自信                    

と絆を、これからの学校生活の原動力にしてほしいと期待しています。 

最後になりますが、朝早くからの準備や温かい送迎など、多大なるご協力をいただきました保

護者の皆様に心より感謝申し上げます。 

今後の主な行事 

７月１日（水）～３日（金）5 組移動教室                                             

７月９日（木） 学校運営協議会                                          

７月１０日（金） 職場体験（キッザニア）                                    

７月１４日（火） 保護者会                                               

７月２１日（火） 夏季休業始 補充教室（～２７日）             熱中症にご注意！ 

その他詳細は学年だよりや「すぐーる」の配信をご確認ください。 


